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中国華北平原では，水資源を地下水に依存しており，近年の進展する工業化や人口増加による過剰揚水が主な原因と
して地下水位低下や水質悪化などの問題が顕在化している．また近年の研究の進歩により，地表水と地下水は水質・水
量ともに相互作用していることが明らかになった．そのため持続可能な水利用を考えるうえで，水質の空間分布特性と
地表水も含めた地下水の流動系を把握することは重要である．そこで本研究では，中国華北平原西部に位置する白洋淀
流域を対象とし，水質の空間分布特性と地下水・地表水の交流関係を明らかにすることを目的に研究を行った．
白洋淀流域において，2011年 6月に現地調査を行った．採取した水サンプルは実験室に持ち帰り，主要無機溶存イオ

ンならびに水素・酸素安定同位体比を測定し分析を行った．さらに統計解析の手法を加えることで以下のことが明らか
になった．
唐貯水池においては，ナトリウムイオンおよび硫酸イオン濃度が他の地表水に比較し，顕著に高いという水質特性が

みられ，また白洋淀では水素・酸素安定同位体比が高く蒸発の影響を強く受けているという特徴がみられた．府河にお
いては，硝酸イオン濃度が他のそれに比較し顕著に高いという特徴がみられた．以上のことから，各地表水は異なる水
質形成プロセスからなっているものと考えられる．
さらに，水質および安定同位体組成の空間分布等に基づき，地表水と浅層地下水の交流について検討した結果，以下

の特徴が明らかになった．すなわち，1) 唐貯水池地域では，唐貯水池により涵養された浅層地下水が北東方向へ流動し
ているものと考えられる，2) 白洋淀地域では，白洋淀の強い蒸発の影響をうけた水が浅層地下水を涵養しているものと
判断される，3) 府河地域においては，唐貯水池や白洋淀地域に比較し，地下水と地表水の交流は卓越していないものと
思われる．また府河地域において，深度 300～ 400 mの深層地下水から比較的高い硝酸イオン濃度が検出されたことか
ら，浅層地下水と深層地下水の交流がある可能性が示唆されたが，今後のさらなるデータの収集が必要である．
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